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C-3 人工呼吸器の使用中トラブルによる保守管理の検討
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人工呼吸器は連続的に長時間患者に

装着する生命維持管理装置であり、患者

に安全に使用するには保守管理が重要

である。当院では人工呼吸器にカルテを

作り点検記録や作業記録を作成し機器

管理を行なっているが、必ずしもトラブ

ルは避けられない。そこで、患者に装着

中に生じたトラブルついて調査し、今後

の保守管理について検討した。

【対象】当院集中治療センターにて発生

した、 1999年 1年間の患者装着中トラ

ブル 13件を対象とし、 トラブルの内容

と原因について調査した。
【トラブ、ル内容} 内部フローセンサー

の故障やサーボバルブ、の故障といった、明

らかな機械的故障による作動不良が 5件。

低圧アラームの作動不良やトリガー感度

不良など、作動不良が生じたが臨床工学技

士による点検・調整で対応できたトラブル

が5件。回路や備品の破損によるトラブル

が3件で、あった。

【トラブ、ル原因] 取り扱い不良などの

ヒューマンエラーと機械的故障を含む

本体の作動不良とに二分した。また、日

頃の臨床工学技士による日常点検によ

り整備不良等のトラブルはなかった。

【トラブル対応] 明らかな機械的故障

についてはメーカによる修理若しくは

点検を依頼し、残りの 8件については臨

床工学技士による点検若しくは調整に

より迅速な対応ができた。

{調査結果】 使用中のトラブ、ルの多く

はヒューマンエラーや突発的な機械的

故障が多く、整備不良などのトラブルは

発生しなかった。トラブルの対応におい

ては、機械的故障はメーカでの修理期間

が必要となり、 1週間程度の稼動停止期
間を要したが、その他のトラブ、ルは臨床

工学技士による整備・調整で迅速に対応

できた。

【考察] 患者装着中には、日常または

定期的な保守管理を行っていても、ヒュ

ーマンエラーや突然の機械的故障とい

ったトラブ‘ルが生じる。この突発的なト

ラブルは始業前点検であっても問題を

見つけることが不可能である。安全に愚

者に使用するためには、このようなトラ

ブ、ルや故障の発生を、 出来る限り少なく

する保守管理体制を考える必要がある。

また、トラブルの対応として故障などで

メーカに修理を依頼するケースを考え

ると稼動停止期間短縮のため、メーカよ

り一層の人工呼吸器に関する情報・技術

提供や部品提供が望まれる。

[結語】 患者に安全に使用するために

は、関係スタッフによる人工呼吸器の使

用方法や特徴の熟知、定期点検の強化だ

けでなく、突発的な機械的トラブルを考

慮した保守管理体制も必要である。人工

呼吸器を保守管理する部門はメーカ側

と綿密に協力して整備基準の明確化を

図り保守管理に取組むべきである。また、

各施設独自の判断で行なわれている保

守点検整備も具体的な法的基準の統ー

が必要である。




